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質問回答書 

令和５年１０月１０日 

 

「ふくしま医師定住ガイドブック制作事業 公募型プロポーザル」に関する質問について、下記のとお

り回答します。 

質問 回答 

■実施要領 ８ 企画提案書等の提出 

・実施要領８（３）ウの「その他企画提案を説明

するのに必要な書類」の枚数・部数上限などは

ございませんでしょうか。「別紙」として添付

するイメージでよろしいでしょうか。 

 

・枚数については特に制限はありません。なお、

部数は 7部（正本 1部、副本 6部）提出してく

ださい。 

■仕様書 ４（２）基本掲載内容 

○取材について 

・インタビュー対象者の選定はどのようになる

か。委託者より候補をご教示いただけるのか 

・各医療圏で働いている医師の方へのインタビュ

ーの件ですが、福島県の方で既に決まっている

医師(県外から移住されてきた方が望ましい)が

いらっしゃるということで間違いないでしょう

か。また当方で撮影・取材の考慮をしておかな

ければならない各医療圏のインタビュー人数や

取材場所(教育・文化施設含む)や医療機関の施

設数などが決まっていますでしょうか。取材費

用算出のためできるだけ具体的にお聞きしたい

です。 

・基本掲載内容の項目エにインタビューとありま

すが、1 医療圏あたり何件程度のインタビュー

になりますか。加えて、それはすべて現地（福

島県内）で行うものでしょうか。オンライン実

施なども可能でしょうか。 

また、インタビュー対象者は現地医療機関の院

長や、実際に移住した医師など、ある程度決ま

っていますか。それとも、その内容や件数も含

めたご提案を希望されている形になりますでし

ょうか。 

・上記インタビュー含めて、何度か現地での取材

 

 

・インタビュー対象者は各医療圏で勤務する医師

１名ずつを想定しています。業務受託者の決定

後に、県が医療機関等と相談して決めていく予

定です。対象者が決まりましたら、県から事前

に医療機関とインタビュー対象者に連絡したこ

とを業務受託者にお伝えします。日程調整やイ

ンタビューの実施、その際の写真撮影などは委

託内容に含まれますので、受託者が行ってくだ

さい。 

企画提案書においては、インタビュー対象者像

や内容、方法などがあればご提案をお願いしま

す。 

また、医療機関や教育・文化施設などの基本情

報は県から提供するため、医療機関の関係者以

外の取材は仕様書では定めておりませんが、ガ

イドブック制作で必要と思われる企画がありま

したらご提案をお願いします。 

・医師へのインタビュー以外に医療関連の組織や

人物についての取材の提案がありましたら、当

室にご相談いただいて構いません。 
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の機会があると思いますが、それらの日程調整

や医療機関へとのやり取りは、受託側が直接す

る形でしょうか。それとも、貴庁など、受託者

以外の方に仲介いただく形でしょうか。 

・インタビュー先の選定は発注者が選定・指定い

ただけますか。また、インタビューや写真の撮

影なども委託内容に含まれますか。含まれる場

合、対象者のアポイント等も含まれますか。 

・医療機関の関係者以外も想定してよろしいでし

ょうか。 

・企画に盛り込んだ内容の取材のうち医療関連の

組織や人(F ターン定住者/福島県地域医療支援

センター/福島県医師会・福島県医療勤務環境改

善支援センター/ドクターバンクふくしま事務

局など)については、医療人材対策室様経由であ

れば取材が可能でしょうか。 

○県から提供する素材 

・福島県側からご提供いただける素材は具体的に

どのようなものでしょうか。また、こちら側で

取材・撮影等が必要となる素材収集は具体的に

どのようなものを想定すれば宜しいでしょう

か。 

・掲載項目「エ」の医療機関一覧で紹介する医療 

機関のリストは委託者からいただけるという 

認識でよろしいか。 

・各医療圏内で対象となる医療機関のリストは、

県よりご指定いただく認識でよろしいでしょう

か。また、医療機関は勤務医を必要とする「病

院」という認識で宜しいでしょうか（診療所等

は想定しないでしょうか）。 

・医療機関の数は医療圏ごとにバラツキがあると

考えられます。 

掲載を想定している医療機関の数（医療圏ご

と）、区分（病院・診療所等）、掲載項目等があれ

ばご提示いただけますか。 

 

・県内医療機関や教育・文化施設の基本情報や県

が行っている医師の支援制度、移住・定住の支

援制度について提供します。取材・撮影等が必

要となる素材収集は主に医師のインタビューに

関するものを想定しています。 

・掲載を想定している医療機関は県内の病院及び

へき地診療所です。各医療圏の医療機関数は以

下のとおりです。 

医療圏 病院 診療所 

県北 ３１ ４ 

県中 ３２ ２ 

県南 ７ １ 

会津・南会津 １８ １５ 

相双 １０ ４ 

いわき ２６ １ 

計 １２４ ２７ 

・掲載項目は、医療機関の外観写真、診療科、特

色、医師数、患者数、病床数等を想定していま

す（県から情報を提供します）。 
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○医師向けの支援制度 

・現存する医師向けの支援制度は、件数にすると

何種類程度ございますでしょうか。 

・福島県外から転入される方が活用できる制度・

助成金・支援などの情報についてご教示くださ

い。 

 

・医師向けの支援制度については、以下の URLを

ご覧下さい。 

https://fmu-rmsc.jp/doctor/ 

○資料について 

・福島県と県内の 6 医療圏(二次医療圏)に関す

る基本情報および最新の資料があればご教示く

ださい。 

・医療計画、医師確保計画、事業別の医療体制、

地域医療構想など、県の医療施策に関する最新

資料があればご教示ください。 

 

・福島県地域医療課、医療人材対策室、地域医療

支援センターの各ホームページをご確認くださ

い。 

【地域医療課】 

https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/21045c/ 

【医療人材対策室】 

http://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/21045d/ 

【地域医療支援センター】 

https://fmu-rmsc.jp/ 

■仕様書 ４（３） デザイン及び紙面構成 

○対象とする医師のイメージ 

・福島県で移住・定住を希望している医師のター

ゲットなどがありますでしょうか。臨床研修

医・専攻医、若手医師あるいはベテラン医師と

いったイメージです。 

・本事業ターゲット層として、地方への移住・

定住や二地域居住を希望・検討している医師

は、世代等（30歳以上～60歳程度、子育て

世代など）の想定はありますか。 

・本ガイドブックの一番のターゲットとしたい

年代（30 歳代、40 歳代等）はどの層になり

ますでしょうか。 

 

 

・３０代～４０代の医師（専攻医、若手医師）を

メインターゲットに幅広く、キャリアのある医

師を対象にしたいと考えています。 

■仕様書 ４（４）ガイドブックの納品及び発送 

○ガイドブックの納品場所について 

・送料を見積もる関係上、別途指示する納品場所

（100 か所程度）を事前にお聞きすることはで

きますでしょうか。また 100 か所へはガイド

ブック 1 部ごとの納品で宜しいのでしょう

か。 

・100 カ所程度への配送とありますが、具体的な

配送先（都道府県）などは教えて頂けますでし

 

 

・別途指示する納品場所は、別項目の「仕様書 

４（２）基本掲載内容 ○県から提供する素

材」でお示ししました一覧表の病院（県内のみ

１２４病院）を想定しています。納品は各病院

あたり２部の納品を考えています。具体的な発

送先は契約締結後に提供いたします。 
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ょうか。お見積の配送金額を算出するために、

大まかな配送エリアだけでも知りたいです。 

・納品先はどのあたりの場所またはどのような 

施設を想定しているのか 

・別途指示する納品場所（100 箇所程度）に発送

する際の発送部数は各地点約何部を想定してい

ますか。 

・納品先はどういった場所を想定されています

か。 

・納品場所 100 箇所程度は、県内の施設でしょ

うか。またそれぞれすでに何部程度ずつを配布

するかの想定がなされていれば、ご教示いただ

けますと幸いです。 

・発送先リストについて、Excel データでご提供

いただくことは可能でしょうか 

○納品日について 

・こちらは、ガイドブック別途納品と残部の納品

も含めて 3 月 29 日迄となりますでしょうか。 

・契約期間が令和 6年 3月 29日とありますが、

ガイドブック自体の納品日の設定はございます

でしょうか。もしなければこの頃までにはとい

った納品希望日がございましたら教えてくださ

い。 

 

・ガイドブック別途納品と残部の納品のいずれも

3 月 29 日までの納品とし、別日の設定は想定

しておりません。 

■仕様書 ５ 成果品の提出について 

・（４）その他県が指示するものとは、どのよう

なものを想定すれば宜しいでしょうか。 

 

・現時点で想定しているものはありませんが、ガ

イドブック作成の過程で県が必要と認めたもの

があった場合にご提出いただくことを想定して

います。 

■その他 

○ガイドブックの活用方法について 

・制作したガイドブックは、どのようなシチュエ

ーションで使用することを想定されています

か。具体的なイメージがあればご提示くださ

い。（対象者の年齢層やキャリア、設置及び配

布場所等） 

・使用方法、配布方法など想定される使用シーン

もご教授いただけますか。 

 

 

・県内の医療機関に配布して医師のリクルート活

動で活用していただくことや、県外で行われる

学会やセミナー等で配布することを想定してい

ます。 
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以上 

○医師の募集要項について 

・これまでおよび現状の医師の募集要項と成果に

ついてご教示ください。 

または、それらが提示されている Web サイト

をご教示ください。 

 

・医師の募集については、「福島医師Ｆターン支

援ナビ（ドクターバンク）」に掲載しておりま

す（https://f-doctor.net/）。 

 ドクターバンクの成果は公表しておりません

が、近年の福島県の医師数の推移については、

以下の URLに掲載していますのでご確認くださ

い。 

https://fmu-rmsc.jp/data/number/ 

○定住までのプロセスについて 

・希望者が定住に至るまでのプロセスと必要な資

格、各種書類や手続き、費用、かかる時間、な

どについてご教示ください。 

 

・福島への移住・定住の説明会や相談会、ホーム

ページに掲載している「福島医師Ｆターン支援

ナビ」などによる医師へのアプローチを行い、

希望者との勤務条件や居住地などの個別面談や

現地見学などを経て移住し、その後の診療など

による地域との関わりにより定住に繋がると考

えます。そのために必要な手続きや費用、時間

などは、勤務医となるか開業医となるかによっ

ても状況は変わるため、それぞれの事情による

と思われます。 

○前身の素材について 

・本ガイドブックは前身となる素材はございます

か。 

 

・本ガイドブックは今年度新たに作成するもので

あるため、前身となる素材はございません。 


